平成20年度　知的障がい教育研究部会研究大会　「第3回大会」　レポート
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講座１　「ＷＩＳＣ－Ⅲによるアセスメントの進め方」

【講師】　日向ひまわり支援学校教諭　山本文子　氏
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　第1講座では、ＷＩＳＣ－Ⅲという検査がどのような検査で、どんなことが分かり、検査結果をどう指導に役立てるのか、ということを学ぶ講座でした。
　前半の山本先生による講話では、

1. 検査を受ける児童生徒の心理的な負担に配慮する必要があるということ 

2. 児童生徒の生育歴や発達歴、ふだんの生活の様子等を確かめた上で、客観的な情報を得るための手段としての検査があるということ 

3. 各下位検査で測定される能力 

等について、丁寧に解説していただきました。実践に即した内容だったので、受講生の理解が深まり、後の質疑も活発に行われました。
　後半は受講生がグループに分かれ、検査演習を行いました。各グループに支援学校の先生がつき、検査方法等について具体的に説明していただきながら進めていきました。プロフィールの作成のしかたやその見方についても知ることができ、次のステップとしてこの活用法をぜひ学びたい、という積極的な思いをもちながら、会を終えました。

講座２「Ｋ－ＡＢＣの実施方法と結果処理、解釈について（入門編）」

【講師】　県中央発達障害者支援センター　臨床心理士　山口美千代　氏
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　本講座では、教育的支援が必要な子どもの心理アセスメントとして代表的な、Ｋ－ＡBC検査法についての講義と演習をしていただきました。
　まず、Ｋ－ＡＢＣによる子どもの得意な認知処理スタイルの見分け方や、子どもの能力の強弱部分の理解への手がかり等の検査法の特徴や目的などのお話をしていただきました。
　次に、2人1組になってビデオを見ながらの検査演習を行いました。実際に検査器具を使用し、どの先生方も検査者や被検査者を経験することができて、有意義な時間となりました。
　最後の結果処理や解釈等が時間不足になってしまいましたが、特別支援教育を行う上で大切なことを学ぶことができました。

講座３　「心理検査の分析と解釈　～ＷＩＳＣーⅢ知能検査、Ｋ－ＡＢＣ心理教育アセスメントバッテリー～」

【講師】　みやざき中央支援学校　中島浩美　教諭
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　本講座では、心理検査の中でも代表的なＷＩＳＣーⅢとＫ－ＡＢＣの解釈の仕方について講義を行っていただきました。実際にプロフィール表を作成したあと、解釈内容の検討・補充のための下位検査プロフィール分析表を作成し、詳しい解釈の仕方を学びました。演習中に起こった疑問には、中島先生が丁寧に教えて下さり、どの先生方も真剣に取り組んでいました。
「検査は何のためにやるのかを考え、障がいを見つけるのではなく困り感をとらえるために実施し、その結果をどのように授業に活かすことができるか、が大切。」という中島先生の言葉が心に残りました。

講座４　行動分析にもとづく教育的支援（初級）

【講師】　宮崎大学教育文化学部　戸ヶ崎泰子　氏
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　本講座は約５０名の参加で、行動分析の基礎理論についての講義・演習を通して発達障がいのある児童・生徒への教育的支援を学びました。
初めに講義があり概要は次の以下の通りです。児童・生徒を理解するには、理論を学ぶことが大切であり、理論に事例をあてはめ、理論的に整合性のある指導が大切である。“行動”は“オペラント条件づけ”のなかで学習され、“強化子”によって維持強化される。問題行動も学習されたものである、強化されないと反応が生じなくなる。これを“消去”といい、消去によって問題行動を解消に導くことができる。
　その後は５０人を４～５名の１１グループに分け、演習を行いました。参加者はみな適切な解答を出したと思いましたが、講師の講評はちょっと違いました。発達障がいのある児童・生徒への支援の難しさと奥深さを学んだとともに、行動分析の大切さに触れることのできた講座でした。

講座５　「知的障がい・発達障がい児の高等部卒業後の進路先決定までの過程と将来を見据えた指導のあり方」

【講師】みやざき中央支援学校　教諭 馬﨑 則行　氏

　本講座では、知的障がい・発達障がいのある子どもたちが、特別支援学校高等部を卒業した後の進路先決定までの過程や指導手順について、みやざき中央支援学校の実践例をもとに具体的に話していただきました。そして、小・中学校の段階では、将来の進路を考慮しながら、今、身につけておきたい能力は何かを福祉的就労と一般就労とに分けて説明していただきました。また、「療育手帳」や「行政サービス」のメリットなども詳しく説明していただくなど盛りだくさんの講話内容でした。
　小中学校の特別支援学級担任の先生方をはじめとして多くの先生方の出会いがある、質疑応答の時間には質問や悩み等が活発にだされ、それについて丁寧な回答やアドバイスをしていただきました。
　その他、「精神保健福祉手帳」「ぷれジョブ」の説明など初めて聞く内容もあり、これからの私たちの指導に大いに役立つものとなりました。

講座６　「音楽的アプローチの授業実践活用法 ～音楽療法の観点を教育の現場で生かす～」

【講師】　清武せいりゅう支援学校　教諭　日高まり子　氏
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　本講座では、授業に活用できる実践アラカルトと音楽療法的なアプローチについて学びました。
音楽に合わせて、全員が、いろいろな珍しい楽器を持ち、楽しくリズム打ちをする活動をしました。一人ずつ感想を言い合う中で、楽器のもつ素材の音の特徴や音をだす意味、操作性をきちんと捉えて子どもたちに与えることの大切さを学びました。また、いろいろなコミュニケーションを、音楽を通して見つめることができることも実感できました。
　その他、いろいろな身体運動や言葉遊び歌をたくさん紹介していただきました。時間を忘れてしまうくらいにとても楽しく、教室は、終始和やかな雰囲気に包まれていました。どの先生方も熱心に取り組み、活動していました。
本講座を通して音楽の活動は、教科別指導の音楽や自立活動における音楽的活動だけでなく、様々な場面で効果的な役割を果たすということがよく分かりました。
　日高先生の「人と人が出会う時に、人は自分の存在の意味を自分自身に問いかける、人が生きることは、自分はひとりではないことを知ること、人とともに生きるのは、出会う人のためにその命があることと」いうお話を聞いて、とても感動しました。

講座７　「リズム運動～さくら・さくらんぼのリズム～」

【講師】　都城きりしま支援学校　教諭　小倉さおり　氏
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　本講座では、埼玉県のさくら・さくらんぼ保育園で考えられ進められてきたリズム運動の基礎の部分を紹介していただきました。実技に入る前に音楽的な要素の強いリトミックとは違い、子どもの体の発達に合わせた体育的な動きだということを明確にされました。
　このリズムは、生物進化の過程に乗っ取った動きをもとに、これまで遊びの中で身に付けていたものをあえて設定しており、現代社会における子どもを取り巻く問題点を解決していくことをねらいとするものでした。
　また、「裸足」「低い姿勢の動きから高い姿勢の動き」「指導者の動きを模倣すること」「伴奏者・支援者の存在」があるなどリズムの意味や原則を知り、理論を把握した上での実践でした。大変わかりやすく、暑い中ではありましたが、参加者みんな笑顔で伸び伸びと活動されていました。

参考文献『改訂版　さくら・さくらんぼのリズムとうた
　　　　　　　　　～ヒトの子を人間に育てる保育の実践』　齋藤公子著　群羊社

講座８「ソーシャル・スキルの理論と実践」

【講師】　国富町立　本庄小学校　後藤吉道　教諭
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　本講座では、今なぜソーシャル・スキル教育が必要とされているのかというお話から始まり、自分のよさがわかる、自分を見つめることができる児童・生徒の育成を図るための理論と実践を交えた講座となりました。否定的な視点から児童・生徒を見るのではなく、肯定的によさを見つけられることが非常に重要であることや、障がいの有無に関わらず社会性を身につけさせていくことの重要性を教えていただきました。
　社会的行動は自分の行動（個人の行動の変容）と他者の行動（周囲の児童・生徒の受容）から成立していくことを受け、午後からは特別支援学級と交流学級との取組をもとに講義が進みました。ソーシャル・スキルの模擬授業では、受講者全員が実際に体験をすることができ、スキルレベルの高い受講者の解答に感心する場面もありました。実際の教育現場で生かすことのできる具体的な内容で、非常に有意義な講座でした。

講座９「特別支援学校からの実践報告」

1. 「延岡たいよう支援学校と名水小学校との交流教育の成果と課題」
【講師】　延岡たいよう支援学校　堀内ちひろ教諭
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　交流教育の取組を紹介していただきました。直接交流としては、学年別や全学年で行う「出会い交流」「水遊び交流」「音楽交流」「節分交流（全学年）」などがあり、交流の様子を写真や映像にて紹介してくださいました。また、写真やお礼状、ビデオレター交換などの間接交流も行っているということでした。交流を通して、学校相互の連携が取れてきたことや児童の思いやりの心が育ってきたという成果についても発表してくださいました。

2. 「日向ひまわり支援学校における食育」
【講師】　日向ひまわり支援学校　山本邦治技術主査（栄養士）

　栄養職員としての学校での取組について発表していただきました。バランスを考えた毎日の献立だけでなく、リクエスト献立やバイキング献立など、食べる楽しさと共に、自己管理能力を育てていくための工夫を紹介してくださいました。また、さまざまな授業に積極的に参加され、児童生徒に対して食に関する指導をされていることや、保護者や職員に向けての研修・情報発信などの取組についても発表してくださいました。

3. 「訪問教育について～豊かな伝えあいを目指して」　
【講師】　みやざき中央支援学校　教諭　愛甲祐子

· 　訪問教育を行う上では、言葉でのコミュニケーションが難しい子どもたちが多いので指先の動きやまばたきなどの数・動きなど全身からの発信をうけとめることを大事にしている。 

· 　今年度の取組では、４０～５０代の方々１８名の訪問教育を紹介する人権教育のDVDを作成した。　学齢超過の生徒がなぜ今高校生になったのかその経緯と保護者の思いを伝えること、障害者のバリアを除くために取り組んできた人たちの勇気や努力を伝えることが「共に生きる」ことにつながる実践の報告。 

4. 「手を噛む児童へのｱﾌﾟﾛｰﾁやるよ!伝わったよ!楽しみだよ!」
【講師】　みなみのかぜ支援学校　教諭　仲本裕子

　自傷行為の背景要因に目を向けた自閉症小学部１年男児の事例を通しての発表。「逃避」「要求」のとき、嬉しい楽しいなどの快の状態でも自傷行為がみられたことから、背景要因に基づいて支援方法を検討し手立てを考え、気持ちの切り替えを促し児童が変容した実践報告。

5. 「本校高等部における自閉症生徒に対する支援の取組」
【講師】　都城きりしま支援学校　森永英津子　教諭　柊山貴仁　教諭

　高等部課題研究の中の「自閉症スペクトラム支援班での取組」について発表していただきました。自閉症生徒の事例を挙げ、「生徒が安心できる環境作り」をめざし、教室経営や視覚支援、わかりやすい活動の提示などの工夫について紹介してくださいました。また生徒の将来を見据えて、支援を減らしていくことや余暇の充実、集団への参加の仕方なども考えていくことが大切であるというお話もされていました。

6. 「出前授業の取組」
【講師】　都城きりしま支援学校小林校　稲吉綾美　教諭　深野慶一　教諭

　小林校の職員が東方小学校に出向いて授業を行う「出前授業」についての実践を発表していただきました。小学生には、体験活動を通して小学部児童についての理解を深めること、中学生には、心理面からアプローチして障がい理解に努めるような授業を行ってきているということでした。出前授業を通して、障がい理解を進めることにつながっただけでなく、子ども同士の交流も深まってきたというお話もされていました。

7. 体づくりにつながる自立活動
【講師】　日南くろしお支援学校　教諭　宮崎理恵

　平成１８年度からの研究３年目では、基本的生活習慣の確立を目指す小学部の自立活動の実践報告。障がいのある子どもたちの「動き」について、動きが硬いように感じられる子どもや動きが柔らかすぎる子どもがみられることがある。発達段階に合わせた指導の工夫・基本的生活習慣の確立を第１に身体機能の向上・コミュニケーションの向上に取り組んだ。３つのグループでの目標を設定し、「さくらんぼリズム」「道具を使用した動き」「ふれあい遊び」「感覚遊び」などDVDでの紹介。

8. 「生活単元学習の取組」
【講師】　西都市立都於郡小学校　教諭　巣山文子

　知的障がい学級（３名）と情緒障がい学級（２名）合同での生活単元学習の取組の紹介。生活課題単元「うめジュースを作ろう」の学習では、へたの大きさを図ったり、交流学級の児童を「うめジュースパーティー」に招待してうめちぎりやジュース作りの説明をしたり、ジュースを配ったりと活躍の場が得られ楽しい活動の発表がされた。交流学級の児童をもてなすことで人に喜んでもらうことの喜びを体験でき、次の活動へ広がる取組の報告。
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